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地
方
の
活
性
化
に
は
若
く
や
る
気
の
あ
る
人
材
が
欠
か
せ
な
い
が
、

そ
の
若
者
人
材
の
誘
致
策
と
し
て
「
関
係
人
口
」
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
関
係
人
口
と
は
、
移
住
し
た
「
定
住
人
口
」
で
も
な
く
、
観
光
に

来
た
「
交
流
人
口
」
で
も
な
い
、
地
方
や
地
方
の
人
と
多
様
に
関
わ
る

都
市
の
人
の
こ
と
を
指
す
。

地方の活性fﾋをどう進めるか
,金子和夫／地域ブランド・コンサルタント、法政大学院講師

地

方

人

材

の

ミ

ス

マ

ッ
チ

地
方
の
農
林
水
産
業
や
工
業
な
ど

の
産
業
で
は
、
生
産
活
動
に
従
事
す

る
人
材
が
多
く
、
商
品
企
画
、
デ
ザ

イ
ン
、
Ｉ
Ｔ

、
営
業
な
ど
の
人
材
が

不
足
し
て
い
る
た
め
、
市
場
の
変
化

に
対
応
で
き
て
い
な
い

。
筆
者
が
新

潟
県
で
大
規
模
な
農
地
整
備
と
農
業

の
６
次
化
を
指
導
し
た
と
き
、
生
産

に
従
事
す
る
人
材
だ
け
で
な
く
、
加

工
や
販
売
な
ど
に
従
事
す
る
人
材
が

な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

都
市
か
ら
人
材
を
誘
致
す
る
方
法
を

検
討
し
た
。
そ
こ
で
見
え
て
き
た
の

が
関
係
人
口
作
り
か
ら
始
め
る
人
材

誘
致
策
で
あ
る
。

国

の

移

住

支

援

策

都
市
か
ら
地
方
へ
人
材
を
誘
致
す

る
政
策
と
し
て
総
務
省
の
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
制
度
が
あ
る
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
都
市
か
ら
地

方
に
生
活
の
拠
点
を
移
し
た
者
を
、

地
方
公
共
団
体
が
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
」
と
し
て
役
所
の
非
常
勤
職

員
扱
い
で
委
嘱
し
、
隊
員
が
３
年
間

地
域
に
居
住
し
て
、
地
場
産
業
へ
従

事

。
住
民
の
生
活
支
援
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、
３
年
後
の
定
住
を
図
る
取

ら

組
み
で
あ
る
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
対
し
て
は
、
給
与
、
住
宅
費
、

車
両
費
な
ど
の
必
要
な
経
費
に
つ
い

て
、
隊
員
―
人
当
た
り
４
０
０
万
円

を
上
限
と
し
て
３
年
間
、
国
か
ら
地

方
公
共
団
体
へ
特
別
交
付
税
と
し
て

支
給
さ
れ
る
。
応
募
者
は
、
2
0
5
3
0

歳
代
の
人
材
が
７
割
を
占
め
、
隊
員

の
４
割
が
女
性
で
、
若
く
情
熱
的
な

人
材
が
多
く
、
意
欲
と
熱
意
に
あ
ふ

れ
、
都
会
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
を

持
ち
、
柔
軟
な
発
想
力
や
企
画
力
を

都市と地方の関係人口

黄 白

人材誘致は｢関係人口｣作りから
Ｉ
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
体
験
で
き
る
、

都
市
と
地
方
と
の
ゆ
る
や
か
な
関
係

を
作
る
関
係
人
口
の
仕
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
関
係
人
口
の
ア
プ
ロ

ー
チ
は
以
下
の
５
段
階
に
分
け
ら
れ

る
。①
地
方
を
想
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
参
加

地
方
暮
ら
し
に
関
心
の
あ

る
人
を
対
象
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
都
市
の
中
で
形
成
し
、
参
加
者

に
地
方
の
情
報
を
発
信
し
、
地
方
の
’

魅
力
を
ゆ
る
く
語
り
あ
う
会
を
定
期

的
に
開
催
す
る
。
そ
こ
で
仕
事
や
生

活
や
、
楽
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
し

て
い
る
人
（
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
）

の
情
報
に
触
れ
て
地
方
の
リ
ア
ル
な

姿
を
知
る
。
　
　
　

－

。

例
と
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
葉

っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
で
有
名
な
徳
島
県
上

勝
町
は
墓

尽
・
下
北
沢
で
「
山
か
ら

人
さ
ら
い
に
行
く
わ
」
と
題
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、
都
会
で
上
勝

フ
ァ
ン
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
短
期
体
験
ツ
ア
ー
　
地
方
に
関

心
を
持
つ
若
者
が
現
れ
た
ら
、
地
方

を
訪
問
し
て
仕
事
と
生
活
お
よ
び
口

Ｉ
カ
ル
ヒ
Ｆ

ロ
ー
と
出
会
う
２
泊
３

日
の
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
。
観

光
と
違
い

、’
見
学
だ
け
で
な
く
、
地

方
の
人
と
積
極
的
に
交
流
し

、
地
域

活
性
化
ア
イ
デ
ア
を
取
り
ま
と
め
て

発
表
し
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
。

例
と
し
て

、
雑
誌
『
ソ
ト
コ
ト
』

は
地
方
公
共
団
体
と
組
み
、
「「
」
○

（
地
名
）
コ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
題

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
交
流
ツ
ア

ー
を
実
施
し
て
関
係
人
口
作
り
を
支

援
し
て
い
る
。

③
お
試
し
移
住

短
期
体
験
で
興

味
を
持
っ
た
ら
２
泊
３
日
か
ら
１
週

間
程
度
、
実
際
に
生
活
し
て
み
る
機

会
を
提
供
す
る
。
空
き
家
を
活
用
し

た
「
お
た
め
し
住
宅
」
を
整
備
し
、
、

生
活
相
談
窓
口
「
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
を
用
意
す
る
。

例
と
し
て
宮
城
県
大
崎
市
は
、
移

住
支
援
セ
ン
タ
ー
「
く
１
ら
す
」
を

開
設
し
、
「
お
試
し
移
住
」
で
移
住

の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
’

④
仕
事
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

｛

者
が
地
方
で
の
仕
事
を
考
え
る
畢

と
し
て
、
１
５
３
ヵ
月
程
度
の
長
一

滞
在
型
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
赳

を
用
意
す
る
。
仕
事
の
体
験

ま
ら
ず
、
参
加
者
の
事
業
計
画

を
・

導
す
る
起
業
家
支
援
研
修
制
度

詰屈Ｈご

Ｉ
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を

設
け

、
参
加
者
の
意
欲
と
決
意
を
高

め
る
。
例
と
し
て

、
岡
山
県
西
粟
倉

村
は
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
タ
ー

ル
を
1
5年
に
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で

に
起
業
を
3
6社
、
関
連
雇
用
を
１
８

０
人
創
出
し
た

。

。⑤
移
住
支
援
制
度
の
活
用

ロ
ー

カ
ル

ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
を
体
験

す
る
こ
と
で
仕
事
の
め
ど
が
つ
き
、

生
活
も
体
験
し
た
こ
と
か
ら
、
参
加

者
が
移
住
を
決
意
す
る
段
階
で

、`
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
や
移
住
・
起

業
支
援
金
制
度
を
活
用
し
て

、
３
ヵ

年
は
地
方
公
共
団
体
経
由
で
給
与
と

住
宅
等
が
確
保
さ
れ
て
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
例
と
し
て

岡
山
県
西
粟
倉
村
は
地
域
お
こ
し
協

、
力
隊
員
を
2
9人
受
け
入
れ
て
い
る

。

こ
の
よ
う
に
都
市
と
地
方
の
間
に

関
係
人
口

を
作
り
、
地
方
の
仕
事
と

生
活
に
関
心
の
あ
る
若
者
と
を
ゆ
る

や
か
に
集
め
、
関
心
を
持
っ
た
人
材

を
見
出
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
で

育
成
し
て
、
最
終
的
に
移
住
へ
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る

。

か
ね
こ
・
か
ず
お

婦
人
服

専
門
店
の
鈴
屋
、
日
本
総
合
研

究
所
を
経
て
1
2年
に
独
立
。
経

産
省
、
農
水
省
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
政
策
策
定
に
参
加

。
そ
の

後
、
各
地
で
地
域
プ
ラ
ン
ド

ー

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
従
事
。

法
政
大
学
大
学
院
、
武
蔵
野
大

学
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
講
師
を

担
当
。
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持
っ
て
活
躍
し
て
い
る
。

ま
た
、
内
閣
府
は
新
た
に
起
業
支

援
金
・
移
住
支
援
金
制
度
を
導
入

し
、
都
市
の
住
民
が
地
方
へ
移
住
し

七

社
会
的
事
業
を
起
業
し
た
場
合
、

―
人
当
た
り
最
大
３
０
０
万
円
が
地

。

方
公
共
団
体
に
特
別
交
付
税
と
し
て

支
給
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
各
種
の
移
住
支
援
制

度
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国

の
市
町
村
と
、
都
市
に
住
む
若
い
人

材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
容
易
で
は
な

く
、
各
地
で
人
材
の
誘
致
に
悩
ん
で

い
る
。

５

段

階

の

ア

プ

ロ

ー

チ

そ
こ
で
、
都
市
の
若
者
が
都
市
の

中
で
「
地
方
を
思
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
」
に
参
加
し
て
地
方
の
仕
事
や
生

活
に
関
心
を
持
ち
、
次
い
で
体
験
ツ

ア
ー
、
お
試
し
移
住
、
仕
事
イ
ン
タ
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